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中学生フィリピン派遣団名簿 

 
引率者 

 所属 氏名 

団長 青翔中学校 校長 及川 信道 

アドバイザー 苫小牧東中学校 教諭 石田 憲一 

事務局員 苫小牧市市民自治推進課 主事 桝田 崇之 

 

団員 

 学校 学年 氏名 

リーダー 啓北中学校 ３年 伊藤 春風 

リーダー 光洋中学校 ３年 逢坂 晴菜 

 苫小牧東中学校 ２年 尾形 ひかり 

 明日中学校 ２年 越田 華成 

 明倫中学校 １年 児玉 一輝 

 啓北中学校 ２年 小玉 紬 

 苫小牧東中学校 ２年 島瀬 和 

 開成中学校 １年 月足 雪乃 

 青翔中学校 ２年 松村 凜香 

 光洋中学校 ２年 八木 堅三 
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事 業 概 要 

 
 ●目的   

市内の学生を海外に派遣し、子供たちとの交流や文化や習慣に直接

触れることで、国際的な視野を持つ人材の育成や友好関係を構築する。 

 

 ●訪問国（都市） 

  フィリピン共和国（マニラ） 

 

 ●協力 

  独立行政法人国際協力機構（JICA） 

 

 ●事業工程 

 

月 日 
曜

日
時 間 内 容 備 考 

5月28日 火
17:０0 

～19:15

選考面接 

（作文・面接による選考） 

 

 

6月11日 火
18:00 

～19:30

結団式・第1回事前研修 

（説明会） 
 

6月18日 火
18:00 

～20:00

第2回事前研修 

（フィリピン講座） 

フィリピン人

講師 

6月25日 火
18:00 

～20:00

第3回事前研修 

（団結ゲーム・グループ分け） 
 

7月 2日 火
18:00 

～20:00

第4回事前研修 

（リーダー決定・交流先の説明） 
 

7月 9日 火
18:00 

～20:00

第5回事前研修 

（フィリピン講座） 

フィリピン人

講師 

7月16日 火
17:00 

～20:00

第6回事前研修 

（交流の練習） 
 

7月23日 火
17:00 

～20:00

第7回事前研修 

（発展途上国について研修） 

国際理解講座

へ参加 

7月30日 火
17:00 

～20:00

出発式・第8回事前研修 

（市長表敬・交流の練習） 

 

 

8月 1日 

～5日 
  フィリピン訪問  

8月12日 月
18:00 

～20:00
帰国報告会準備① 

①②のほか、

期間中グルー

プごとに数回

準備 
8月27日 火

18:00 

～20:00
帰国報告会準備② 

9月 2日 月
18:00 

～20:00
帰国報告会 
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日 程 表 

 
 

 月 日 
曜

日 
時 間 場 所 内 容 移動 食 事 

1 8 月 1 日 木 

11:45 市役所 
市役所発 12:15 

新千歳空港着 13:00 
専用バス

昼：各自 

 

夜：機内食 

13:30 新千歳空港
新千歳空港発 14:10 

成田空港着 16:20 
航空機 

17:00 成田空港 
成田空港発 19:00 

マニラ空港着 10:30 
航空機 

0:00 マニラ ホテル到着 専用バス

2 8 月 2 日 金 

8:30 ホテル ケソン市へ 

専用バス

朝：ホテル 

 

昼：多国籍 

バイキング 

 

夜：しゃぶしゃぶ 

9:30 ケソン セント・フランシス聾学校 

14:00 

マカティ 

Gen. Pio der Pilar National 

 High School（公立中学校） 

15:30 JICA フィリピン事務所訪問・研修 

17:30 スーパーマーケットでショッピング 

3 8 月 3 日 土 

8:00 ホテル 来苫経験のある大学生と合流 

専用バス

朝：ホテル 

 

昼：チキン料理 

 

夜：ハンバーガー 

午前 マカティ 
来苫経験のある大学生との交流 

・ナショナルユースコミッション（NYC） 

午後 マニラ 

大学生とグループで市内を散策 

・マーケットマーケット 

・モール・オブ・アジア 

4 8 月 4 日 日 

午前 
ラスピニャス

タガイタイ 

ラスピニャス・タガイタイ観光 

・ラスピニャス教会(ﾊﾞﾝﾌﾞｰｵﾙｶﾞﾝ) 

・ジプニー工場 

・タール湖(ﾋﾟｰﾌﾟﾙｽﾞ･ﾊﾟｰｸ・ｲﾝ・ｻﾞ･ｽｶｲ) 
専用バス

ジプニー 

朝：ホテル 

 

昼：フィリピン料理 

 

夜：スペイン料理 午後 マニラ 

マニラ(イントラムロス)観光 

・サン・アグスティン教会 

・カーサマニラ 

・サンチアゴ要塞 

スモーキーマウンテン視察 

5 8 月 5 日 月 

6:30 ホテル マニラ空港へ 専用バス

朝：ホテル 

 

昼：機内食 

 

夜：自宅 

7:00 マニラ空港
マニラ空港発 9:30 

成田空港着 15:15 
航空機 

15:30 成田空港 
成田空港発 19:00 

新千歳空港着 21:00 
航空機 

21:45 市役所 解散 専用バス

 

４泊５日【宿泊：ベルジャヤ マカティ ホテル】 
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こども国際交流事業派遣事業を終えて 

  

 今年度の事業は、新たな訪問地としてフィリピンへの派遣となり、苫小牧市代表

の中学生１０人は、実績のない未知の国での有意義な研修を目指して、８回の事前

研修を積み重ねての旅立ちとなりました。 

  お陰様で、８月の雨期の季節にもかかわらず運良く天候にも恵まれ、たくさんの

思い出と満足感を心に詰め込んで帰国することができました。過日行われた岩倉市

長さんを迎えての帰国報告会での代表中学生１０人の姿は、事業を通して、彼らの

心と考え方が大きく成長したことを実感させてくれる発表となりました。 

  フィリピンの言語はタガログ語ですが、小学校から英語が教えられており、公用

語として英語がコミュニケーションツールとなっています。５日間の様々な交流が

深まれば深まるほど、子どもたちは英語で思うように交流できない自分たちのもど

かしさを感じたことと思います。これからのグローバル社会を生きるなかで、英語

を話せることの重要性を認識し、英語を学ぶ意欲をかき立てられたようです。 

  現地の人たちとの交流は、人なつっこく笑顔が素敵な幼少年の通う７０人規模の

聾学校、どの教室も生徒で溢れきっている３０００人の生徒が在籍する公立学校で

の熱烈な歓迎、そして、来苫経験のある大学生が１人１人の中学生とペアとなり

昼・夕食を共にしながら市内散策をエスコートしてくれました。異年齢の人たちの

交流を通して、明るさと笑顔、逞しく生きる力を持っている国民性に接した子ども

たちは、今の日本での自分の生き方を考えさせられる、絶好の機会となりました。 

  ５日間の滞在で、３度の植民地支配に耐えた歴史的建造物、ピープルズ・パーク・

イン・ザ・スカイのマルコス独裁政権栄華の跡地、東京ドーム８個分が入るスケー

トリンクを兼ね備えたアジア最大級のショッピングモールがある一方で、スモーキ

ーマウンテン（ゴミの山）に生活の糧を求める果てしなく続くスラム街や物乞いや

路上生活者がいる発展途上国、フィリピンの光と影を見聞できたことは、子どもた

ちにとって大きな衝撃をあたえた貴重な体験となりました。 

  日本という国に生まれ、何不自由なく生活していながら、その当たり前の幸せに

不平不満を募らせ、もっと、もっとと『してもらう』ことばかり求めている日本の

子どもたちがいます。フィリピンの子どもたちは、貧しくても、明るく笑顔で、自

分以外の家族や周りの人たちに『してあげる』ことへの幸せ感を大切にしながら生

活を営み、逞しく生きていることに気づかされました。１０人の代表中学生も同じ

気持ちを抱いて帰国し、自分たちのこれからの生活や生き方に活かしていくことが

できる、大変貴重な５日間であったと確信しています。 

  終わりになりますが、この事業の実施にあたり、苫小牧市市民自治推進課をはじ

め関係者の皆様には、多大なご尽力・ご協力をいただきましたことに厚くお礼申し

上げます。 

 

   平成２５年８月       

                        団長  

                        苫小牧市立青翔中学校 

                         校長 及川 信道 
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  中学生フィリピン派遣団に参加して 
リーダー 逢坂 晴菜  

  

 私達１０名は８月１日にフィリピンのマニラを目指して出発しました。 

 飛行機の中では、今か今かとマニラの街並が見えるのを心待ちにし、マニラに到着

したときには、初めて見る景色からニオイまで、全てのことに感動しました。 

 次の日から始まった研修も、私にとっては感動や驚きの連続でした。マニラの大都

会を歩くたくさんの人々、美しい建造物や壮大な自然、そしておいしい食べ物。様々

な新しい体験の中で私達はたくさんのことを学び感動しました。 

 中でも一番感動したのは、人達の明るい笑顔でした。フィリピンでは、子供から大

人まで誰もが、私達に素敵な笑顔を向けてくれました。私はその暖かい笑顔をとても

嬉しく思い、彼らを尊敬しました。そして笑顔の大切さ改めて実感しました。 

 また、交流した学校の生徒や大学生達も、優しい笑顔でたくさん話しかけてくれま

した。私はよく人見知りをしてしまうので、明るく元気で積極性に溢れた彼らを見て、

自分もそうなりたいと思いました。私はこれからフィリピンの人々をお手本にして少

しずつでも変われるよう努力します。 

 感動した反面、悲しく思った所もありました。それはスラム街です。私は事前に本

や研修を通して、フィリピンの貧困問題について学びました。しかし、実際にスラム

街を目にしたときには言葉が出ませんでした。道一面にゴミが広がり、そのたくさん

のゴミの中からお金になるものを拾う人々、今にもこわれそうな家々。どんな言葉を

使ってもその現状を表現できない程の悲惨さでした。 

 しかし、そんな中でも驚いたのは子ども達がみんな笑顔で、私たちに手を振ってく

れたり、楽しそうにバスケをしたりしていたことです。私はその光景を見てとても不

思議に思いましたが、ガイドさんが「彼らはこの生活で満足している」と言ったのを

聞き、当たり前だと思っていた自分の生活がどれほど豊かで恵まれていたのかを思い

知らされました。 

 私は今までに生きていくのに困ったことも、そのために働いたこともありません。

しかしそれは、当たり前ではないということを、今回実感しました。そして、これか

らは、今の生活に感謝して一日一日を大切に過ごしていきたいと思いました。 

 今回フィリピンに行くことができたことは、私の人生の中で、とても貴重な体験で

した。こんな体験をさせてくれた、たくさんの人達に感謝すると同時にこれからの自

分の人生に役立てていきたいと思います。 
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第１日目 ８月１日（木）  

            八木 堅三 

８月１日、集合時間はお昼だった。海外に初

めて行くので、とても楽しみだ。みんな集まる

と、リーダーが出発の挨拶をして、みんなに見

送られながら空港へ出発した。 

 

バスの中では、サインをする書類があり、意

外と忙しかった。マニラへは直行便が無いので、

まずは千歳から成田へ。チェックインまでは時

間通りだったけれども、搭乗が１５分ぐらい遅

れた。少し遅れて搭乗し、その後すぐに離陸。

のんびり景色を眺めていると、隣の席にいる長

身のアメリカ人が「兄弟？」と話しかけてきて

くれて、会話が少し弾んだ。 

そうこうしているうちに成田空港へ到着。す

るとここで、マニラ行きが１時間半ほど遅れて

いることが判明。とりあえず、夕食まで時間が

空くので軽食とショッピングの時間になった。

僕たち男子はお店を見ながら展望デッキへ行

き、パンを食べた。 

短いフリータイムも終わり、出国の手続きへ。

出国審査場は案外空いていて手続きもすぐに

終わったが飛行機が遅れていた分、その後の時

間は長かった。みんな、国内空港最大の免税店

街や航空会社のお詫びのパン・マフィン・ジュ

ースを堪能した。結局、約２時間遅れで飛行機

は出発したが、滑走路も混んでいて、離陸まで

さらに１５分くらいかかった。 

機内の各シートにはモニターが付いていて、

映画やゲームが楽しめた。機内食は和と洋の２

種類を選べて、僕は牛カルビ焼き御飯がメイン 

の和食を食べた。 

 

ちょうど見ていた映画が終わると、これから

行くルソン島上空だった。マニラやその近郊の

夜景はとてもきれいだった。そして空港へ到着。

飛行機を降りると英語とタガログ語の挨拶で

迎えてくれた。 

その後は、入国審査。僕たちは親と一緒では

なかったため、厳しい審査を受けることとなり、

別室で数十分待って、やっとフィリピンに入国

出来た。その後、すぐにバスへ。機内で現地の

気温が２６℃と言っていたので、外は暑かった。

バスにはこれからお世話になる、日本語がとて

も上手な現地のガイドさんが待っていた。ホテ

ルまでの約２０分間は、両替やガイドさんの紹

介、明日の確認をした。 

 

自分の部屋に着くと、すぐにシャワーを浴び

て僕たち男子は２時半頃に寝た。トラブルで、

もっと遅く寝た所もあったようだ。疲れたけれ

ど、明日の活動が楽しみだ。 

 

 

 

 

旅 行 記
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第２日目 ８月２日（金）  

            越田 華成 

8 月 2 日、初めてのフィリピンの料理、初め

てのフィリピンの朝。 

「今日行く学校はどんなところだろう？現

地の人達とちゃんとコミュニケーションをと

れるだろうか？」という、疑問と不安を抱えな

がら朝をむかえた。 

バスに乗り込み、ケソン市にある、セント・

フランシス聾学校へ向かった。バスが走り、距

離が進むにつれて、どんどん緊張が襲ってくる。

聾学校に着くと、歓迎のメッセージが書かれた

黒板があり、少し緊張がほぐれた。 

 

聾学校の生徒から歓迎の歌とダンスを披露

してくれて、その後、私たちが各教室に行って

英語で折り紙を教えた。言葉がなかなか伝わら

ないことも多々あったが、フィリピン人の先生

が手助けをしてくれ、生徒も楽しそうに折り紙

をしていたので嬉しかった。 

 

セント・フランシス聾学校を後にし、私たち

の滞在するホテルのあるマカティ市に戻り、

Gen pio der Pilar National High School を

訪れた。ここは１３歳から１６歳の３０００人

もの学生が通う、公立の中学校だ。ちょうど、

学校は、テスト期間ということで、生徒がたく

さん勉強していたことが印象に残っている。そ

んな中、わざわざ時間をさいてもらい、歓迎会

が行われ、ダンスや歌を披露してくれた。 

 

次に私たちは、JICA フィリピン事務所を訪

問し、日本がフィリピンでどのような支援をし

ているかなどの説明を聞いたり、疑問に思った

ことについて質問をした。 

 

この日の予定もほとんどが終わり、夕食の前

に現地のスーパーマーケットへ行った。日本で

もよく見かける、ポッキーなどのお菓子が売っ

ていて、とても驚いた。初めて入る海外のスー

パ ー マ ー ケ ッ ト は 私 に と っ て 、 ま る で

Wonderland だった。 

二日目は、初めてのことがたくさんあったが、

その分、たくさんの思い出と経験をつむことが

できた。残りの３日間も、今日以上の思い出と

経験をつみ、楽しんで日本に帰国したい。 
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第３日目 ８月３日（土）  

            月足 雪乃 

8 月 3 日、苫小牧に来たことのある大学生と

交流するため、7 時半にロビーに集合した。す

ると、大学生たちはすでに集まっていた。 

大学生と一緒なので昨日よりも大きなバス

に乗り込むと、大学生とペアを作って一緒に座

ることになり、私はデイブという男の人とペア

になった。デイブと一緒に座っていると「どう

しよう。どんなこと話せばいいんだろう。」と

すごく緊張してきたが、デイブから話しかけて

きてくれて、すこしホッとした。おかげでその

後は、自分からも話しかけられるようになった。 

 

午前中は、ナショナル・ユース・コミッショ

ンという政府機関の広い部屋で大学生と交流

した。私は、越田さんと一緒に大学生に茶道の

ことを教えたり、実際に飲んでもらった。２人

で協力して、たくさんの量をたてたので、少し

手が痛くなったけど、終わった後に「おいしか

ったです。」と言ってもらえたので、頑張って

よかったなと思った。 

 

茶道以外にも、他の団員は書道で、自分の名

前や日本のアニメの名前を書いて交流した。そ

して、ここでは最後にフルーツバスケットをし

た。１０回目で立っていた人が罰ゲームとして

歌を歌うというルールでやり、すごく盛り上が

ったが、罰ゲーム当たったのは私だった。みん

なの前で、ヘビーローテーションを歌うことに

なり、少し恥ずかしかった。 

 

その後、Max's という有名なレストランで昼

ごはんを食べた。そこでも大学生の人とたくさ

ん話したりして、すごく楽しかった。 

昼ごはんを終えて外に出ると、雨が降ってい

たが、バスに乗ってモール・オブ・アジアとい

うショッピングモールに向かった。そこでデイ

ブと一緒にお店をまわり、お土産などを買った。

キーホルダーや洋服などがたくさん置いてあ

ってとてもワクワクした。 

そ し て 夜 ご は ん を 食 べ に 、 モ ー ル 内 の

Jolibee というハンバーガー屋に行った。注文

する時はすごくドキドキしたけど、英語できち

んと注文ができた。ハンバーガーはとてもおい

しくてびっくりした。 

 

その後またバスに乗って移動して、８時過ぎ

にホテルについて大学生と写真をとったりし

てからお別れをした。少しさみしかった。 
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第４日目 ８月４日（日）  

            児玉 一輝 

 四日目は、マニラとタガイタイ観光をした。 

最初に世界で唯一の竹製パイプオルガンが

あるラスピナス教会へ行った。ちょうど、ミサ

の様子や聖歌を歌っているところを見れて、言

葉はわからないけれど、声がきれいで感動した。 

 

その後、ジプニー工場を見学した。ジプニー

の元となった米軍のジープや製作中のジプニ

ーを見ることができ、みんなで記念撮影をした

時に、運転席に座ることができた。 

次にタガイタイへ行き、ピープルズパーク・

イン・ザ・スカイから火山活動によってできた

タール湖と、世界最小級の火山、タール火山を

見た。タール火山は思った以上に大きかった。 

昼食は、フィリピンの料理が、たくさん出て

きて、どれも美味しかったが、特にデザートの

ココナッツの中に紫イモのアイスが入ったも

のが美味しかった。 

 

昼食後、マニラの旧市街地イントラムロスの

中にある世界遺産、サン・アグスチン教会へ行

った。教会の中は、日本では見られないような

展示品がたくさんあり、自分がヨーロッパにい

るような気分になった。 

 

次に、カーサマニラへ行った。ここでは、ス

ペイン統治時代の上流階級の邸宅を見学し、当

時の生活風景を見ることができた。当時の生活

は、とても豪華でうらやましく感じた。 

次に、サンチアゴ要塞へ行った。中には、ホ

セ・リサールが処刑される時に処刑場まで歩か

された足跡が残っていて、その足跡をたどって

歩いたら、歩幅のせまさに驚いた。 

夕食の前に、スモーキーマウンテンというゴ

ミ集めをして暮らす貧しい人たちが住む地域

を車窓から見た。映画などで事前に勉強してい

たが、自分たちの生活との違いに驚いた。 

 

夕食はフィリピンの伝統的な踊りを見なが

らスペイン料理を食べた。たくさんの料理の中

でも、パエリアが一番美味しかった。 

最後に、ホテルに戻り、みんなでフルーツパ

ーティーをした。南国のフルーツはどれも美味

しく、中でもドラゴンフルーツが一番美味しか

った。フィリピン最後の夜は、みんなで盛り上

がり、すばらしい夜だった。 
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最終日 ８月５日（月）  

            伊藤 春風 

 いよいよこの旅行も終わりを迎えようとし

ている。前日、ガイドのバージさんと添乗員の

伊藤さんへの寄せ書きをしていて寝るのが、

12 時になってしまったので、６時３０分の出

発は少し辛かったが、それよりもフィリピンを

離れるさみしさが私の中でこみ上げてきた。 

 バージさんとはマニラ空港でお別れだ。空港

へ向かうバスの中で寄せ書きを渡すと、喜んで

くれて本当に良かった。この５日間、私たちが

初めて訪れた国で楽しく安全に、そして多くの

ことを学べたのはバージさんのガイドがあっ

たからだと思う。教わったフィリピンの歌や文

化などを日本で私たちが広めて行きたい。本当

にありがとうございました。 

 私たちはバージさんとの別れを惜しみなが

らマニラを飛び立った。隣の席で晴菜ちゃんが

「フィリピンを離れるのがさみしい…」と言っ

て、やっぱりみんな同じ気持ちなのだと思った。

楽しみにしていた機内食のメニューは和と洋

２種類で、和のメインが「豚ロース焼肉」、洋

が「白身魚のソテー・小海老のナンチュア風ソ

ース」だった。私は洋食を選び、ナンチュア風

ソースというのは初体験だったけどおいしか

った。味が少し濃かったのは外国の方の口にも

あうように、ということなのだろうか。 

 

 途中、気流の影響で揺れた時があり、コップ

のお茶が揺れのせいでこぼれてしまう程だっ

た。飛行機には何度か乗った事があるが、こん

なに揺れたのは初めてだったので怖かった。 

 約６時間で成田国際空港に到着し、少し早め

の夕食をとることにした。マクドナルドなどの

ファーストフード店もあったが、やっぱり日本

に帰国して最初に食べるのはお米だろうと、み

んなでお茶漬け屋さんに入った。注文して席に

着くと氷の入ったお水が出てきて、感動した。 

フィリピンではぬるいお水、または満足に水を

飲むことが出来ないこともあったので、今まで

当たり前のように出てきた氷の入ったお水を、

何も気にすることなく飲めることは本当に幸

せなことで、日本がすばらしい国だということ

を実感した瞬間だった。 

 新千歳空港で、添乗員の伊藤さんに寄せ書き

を渡してお別れした。いつも私たちのお世話を

して、人生のお話まで聞かせてくださった伊藤

さん、心配をかけたこともありましたが、本当

にありがとうございました。 

 

 市役所に到着すると、家族が迎えに来てくれ

ていてうれしかった。私たちは、最後にバスの

中で練習したあいさつをして解散した。 

 この５日間、目にするもの、体験するものの

すべてが初めてで、驚きや感動がたくさんあっ

た。それと同時に日本で今生活できているのは

当たり前のことではなく、それはすごく幸せな

ことだということもわかった。 

 最後に、今回私たちをフィリピンに行かせて

くださった市役所のみなさま、事前研修でお世

話になったヘイゼルさん、お父さん、お母さん、

家族のみんな、引率してくださった及川校長先

生、石田先生、桝田さん、本当に感謝していま

す。ありがとうございました。 
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フィリピンの大学生との交流        
                          島瀬 和 
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フィリピンの学生たち          
                          尾形 ひかり 

 

-12-



フィリピンの学生との思い出        
                          小玉 紬 
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フィリピンの大学生と過ごした一日       
                          松村 凜香 
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 ※これらは、9 月 2 日の帰国報告会で発表した研究成果です。

逢坂晴菜・尾形ひかり 

児玉一輝・小玉紬・松村凜香

 

研究報告 

発表テーマ 
フィリピンふしぎ発見！
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伊藤春風・越田華成 

島瀬和・月足雪乃・八木堅三

 

研究報告 

発表テーマ 
秘密のフィリピンＳＨＯＷ 
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 ２日目 

-18-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-19-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-20-



 

平成２５年度苫小牧市こども国際交流事業 

中学生フィリピン派遣団報告書 

 
平成２５年１０月発行 

 

総合政策部 政策推進室 市民自治推進課 
 

〒053-8722 苫小牧市旭町４丁目５番６号 

     TEL ０１４４－３２－６１５７（直通） 

   http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/siminjiti/ 


